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化
に

よ

っ

て

要
請
さ
れ

る

女
性
像
が

変
化
し

て

い

る

事
例
を

取
り
上

げ
た

の

が

井
上

報
告
で

あ
る
。

井
上

は
、

ポ

ス

ト

社
会
主

義
の

ロ

シ

ア

に

お
い

て
、

ロ

シ

ア

正

教

会
が

ア

レ

ク

サ
ン

ド

ラ

皇
后
を

通
し

て

描
く

「

良
妻
賢

母
」

像
が

近

年
存
在
感
を

増
し

て

い

る

状

況
を

報
告
し、

ソ

連
崩

壊
後
の

経
済
・

杜
会
変
動
が

も
た

ら
し

た

「

家
族
卞

義
」

へ

の

転
換
が

こ

の

背
景

に

あ
る

と
し
た

。

ま
た
、

こ

う
し
た
「

良

妻
賢
母
」

像
は
「

伝
統
」

の

再

発
見
で

は

あ
る

も
の

の
、

実
際
に

は
ロ

シ

ア

女
性
が

こ

れ
ま
で

経

験
し
た

こ

と
の

な

い

「

新
し

い

役
割
」

で

も
あ
る

と

指
摘
し

た．、

　
ま
た

日

本
の

事
例
と
し

て
、

カ

ト
リ

ッ

ク

医
療
施

設
内
に

お

け
る

「

天

使
の

病
棟
訪

問
」

と

呼
ば
れ
る

ク

リ
ス

マ

ス

行
事
を

取
り
上
げ
た
の

が

石

井
報
告
で

あ
る

。

近

代
的
な
病
院
の

中
で

カ

ト

リ

ッ

ク

の

伝
統
を
意
識

す

る

数

少
な
い

機
会
で

あ
る

が
、

近

年
は

中
心
的
な

担
い

手
で

あ
る

看
護

師

資
格
を

有
す
る

修

道
女
が

減
少
し
て

お
り
、

近

代
医
療
の

現
場
で

カ

ト
リ

ッ

ク

の

理
念
を
継

承
し

て

い

く

こ

と
の

難
し

さ

に

つ

い

て
三
凵

及
し
た

。

ま

た
、

女
性

修
験

者
が
、

「

在
家
」

宗
教

者
で

あ
る

が

ゆ
え
に、

近

代
的
な

家
庭
生

活
と
の

間
で

経
験
す
る

様
々

な
軋

轢
と、

そ
れ

を
修
験
道
の

教
え

の

中
か

ら

克

服
し
て

い

く
過
程、

お
よ
び
そ

の

問
題
点
に
つ

い

て

小
林
が

報
告
し

た
。

　
以

上
四
つ

の

報
告
を
ふ

ま
え、

黒

木
氏
か

ら
は
、

「

ジ

ェ

ン

ダ
ー

の

視

点
」

と
は
何
か
パ

ネ
リ

ス

ト
問

で

再
確
認
が

必

要
で

は

な
い

か
と

い

う
こ

と

と
、

「

伝

統
」

と
「

近

代
」

の

枠
組
み

が

大
き
す
ぎ
る

の

で

は
な

い

か

と

い

う
指
摘
を
受

け
た

。

し
か

し、

調
査
地
や

研
究
テ

ー
マ

を
異
に

す
る

研
究

者
が

、

ジ
ェ

ン

ダ
ー

と
い

う
共
通
の

切
り
口

か
ら
議
論
す
る
機
会
を

持
て

た
こ

と
は
意

義
の

あ
る

こ

と

で

あ
っ

た
。

今
後
も
こ

の

よ
う
な
場
を

継
続

的
に

つ

く
っ

て

い

き
た
い

。

現
代
沖
縄
の

社
会

、

文

化
に

み

る

　

　
「

本
土
化
」

と

「

沖
縄
化
」

の

相
互

作
用

沖

縄
的

死

者
慣
行
に

み

る

　
「

本
土

化
」

と

「

沖
縄
化
」

代
表
者
・

司
会
　
村
上

　
興
匡

コ

メ

ン

テ

ー

タ

　
具
志
堅
邦
子

の

相
互

作
用

村
　
上

　
興

　
匡

　
一

九
七．
一

年
の

本
土
復

帰
に

と
も
な
い

本
土
の

慣
習
（

葬
祭
業
者
に

よ

る

葬
儀
補
助

、

仏

教
寺
院
に

よ

る

告

別
式
葬

儀
）

や、

法
律
（

「

宗
教
法

人

法
」

「

墓

埋
法
」

）
、

人

間
や

業
者
（
葬
祭

業
者、

石

材
業
者）

の

沖
縄

へ

の

流
入
が
進
み

、

そ
れ
が
沖
縄
の

死
者

慣
行
に

変
化
を

与
え
て

い

る
。

こ

れ
は、

い

わ

ば

文
化
移
入
の

側
面
で

と

ら

え
る

こ

と
も
で

き
る

が、

そ

れ
を
促
進
し
た
背

景
に

は
、

都
市
化、

近

代
化
の

影
響
が

あ
る

。

特
に

二

〇
〇
五

年
以

降、

本
土
及
び

島
嶼
地
域
か
ら
の

大
量
の

人

口

が

南
部
都
市

地
域
に

流
入
し
て

お
り、

那
覇
周
辺
地
域
で

大
規

模
な

都
市
再
開
発
が

進

ん
で、

地
域
社
会、

生
業
お
よ

び
地
域
の

人

間
関

係
に

変
化
を

与
え
た

こ

と

が、

本
土
的
な

慣
習
を

取
り
入
れ
る

後
押
し
を
し

て

い

る

と

考
え
ら

れ

る
。

　
「

木
土
化
」

の
一

方
で
、

所

有
地

の

巾
に

自
分
の

墓

を
も
つ

欲
求
が

強

か
っ

た
り

、

本
十

式
の

家
墓
の

中
に

も
、

従
来
の

沖
縄
の

墓
と
同

様、

段

差
や

骨
灰
を
撒
け
る

穴
が

あ
っ

た

り、

葬
儀
や

清
明

祭
な
ど
の

行
事
に

多
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く
の

親
戚
や

近
隣
の

人
々

が

参
加

す
る

な
ど

の

事
例
に

み

ら
れ

る

よ

う

に
、

依
然
と

し
て

沖
縄
独
特
の

慣
習
や
人
間
関
係
な

ど

が
根
強
く
残
っ

て

い

る．．

　

宗
教
法
人
や
公

益
法
人

が
管
理
す
る

管
理
型
霊

園
が

作
ら

れ
る

よ

う
に

な
る
の

は
、

一

九

九．
二

年
に
琉
球
メ

モ

リ
ア

ル

パ

ー

ク

が、

首
里
の

達
磨

寺
の

管
理
で

コ

ザ

中
央
霊
園
を
開
設
し
た
の

が
最
初
で

あ
る
。

当
時、

民

間
の

墓
地
管
理
財
団
法
人
は
沖
縄
墓
地
公
園
管
理

協
会
だ

け
で
、

首
里

公

園
、

う
ぐ
い

す
谷
墓
地
公
園
な
ど
を
運
営
し
て
い

た

が
、

運
営
方
法
は
、

十

地

を
分

筆
し
て

個
人
に

分
譲
し

墓
を

建
て

さ

せ

る
と
い

う

も
の

だ
っ

た
。

父
親
が
沖
縄
出
身
で

大
阪
の

大
手
霊
園
開
発
会
社
の

役
員
だ

っ

た

八

城
正
明
社
長
は
、

コ

ザ
中

央
霊
園
を
開
く
に

あ
た

り、

事
前
に

沖
縄
県
内

の

墓
地
の

タ
イ
プ

や
大
き
さ、

分
布
状
況
に

つ

い

て

調
査
を
行
い
、

本
土

式
家
墓
を
考
案
し
た

。

本
土
と

同
様
に

石
室
の

上

に

棹
石
が
立
て

ら
れ、

多
く
は

「

OO

家
之

墓
」

や

「

心
」

「

平
安
」

な
ど

の

文
字
が

刻
ま
れ
て

い

る
。

本
土
の

家
墓
は
石
室
が

地
下
に

あ
る

の

に

対
し
て、

沖
縄
の

も
の

は

石
室
全
体
が
地
上
に

あ
る
た

め

高

く
な
っ

て

い

る
。

石
室
内
部
に

骨
壷

を
お

く
段
と

骨
を
ま
け
る

イ
ケ

が

作
ら
れ
て

い

る

点
は
、

従
来
の

沖
縄
の

墓
と
同
じ
で

あ
る

。

現
在

、

数
多
く
普
及
し

て

い

る
本
十
式
家
墓
が
一

般

化
し
た
時
期
は、

九
二

年
以

降
と

考
え
ら
れ

る
。

琉

球
メ

モ

リ

ア

ル

パ

ー

ク

と
同
じ
系
列
の

石
材

会
社
が

実
質
的
に

経
営
す
る、

大
阪
の

生
駒
霊

園

に

は
、

九
二

年
よ

り

古
い

、

大
き
な
地
上
カ

ロ

ー

ト
を
も
ち、

棹

石
に

沖

縄
姓
が

刻
ま
れ

た

「

家
墓
」

が

複
数
存
在
し

て

い

る
。

現
在

、

沖

縄
で

み

ら

れ
る

本
土

式
家
墓
の

原
型
に

あ
た
る

も
の

と

推
測
で

き
る

。

　

大

阪
市
大
正
区
に

住
む

沖
縄
出

身
者
を

数
多
く
受
け
入
れ
て

き
て

い

る

浄
土

真
宗
S
寺
院
の

境

内
は

狭
く、

本
堂
の

上

が

納
骨
堂
に

な
っ

て

い

る
。

納
骨
堂
を
利
用
し

な
い

門

徒
と
の

関
係
は

弱
い

。

沖
縄
的
と
も、
言

え

る

し、

都

市
開
教
の

特

徴
と

も
言
え
る
。

「

琉

球
言
真
言
T
寺
」

の

住
職

は
、

大
正

区
に

移
住
し

て

か

ら
ユ

タ

と
し

て

の

霊

能
力
が

開
花
し

、

高
野

山
真
言
宗
の

寺
院
住
職
の

勧
め

で

僧
侶
資
格
を

取
得
し

た
。

大
正

区
で

ユ

タ

霊
能
が

開
花
し

た

「

ー

ユ

タ
」

も
吉
野
山
の

修
験
本
宗
の

資
格
を

取
得

し
て

い

る
。

沖
縄
の

寺
院
か

ら

の

聞
き
取
り
で
、

本
⊥

復
帰
以

後、

ユ

タ

で

あ
っ

た

田
場
道
龍
師
が
、

宗
教
活
動
の

公
認
の

た

め

多
く
の

ユ

タ

に
、

大
阪
の

吉
野
山

の

修
験
本
宗
僧
侶
の

伝
手
で

僧
侶
資
格
を
取
得
さ
せ

た

ケ

ー

ス

と

酷
似
し
て

い

る
。

元
々

ユ

タ

的
な
素
質
が

あ
り、

佛
教
大
学
の

通

信
教
育
に

よ

る

僧
侶
資
格
を

取
得
し
て
、

寺
院
を

開
設
し
た

と
い

う
聞
き

取
り
も
得
ら
れ

て

い

る
、

　

大
阪
市
大
正

区
の

沖
縄
コ

ミ
ュ

ニ

テ

ィ

の

社
会
的、

文
化
慣
習
を
み

る

と
、

沖
縄
本
島
に

先
ん

じ

て
、

本
土
的
慣

習
の

「

沖
縄
化
」

と

類
似
の

も

の

が
み
ら
れ
る．、

大
正
区
の

沖
縄
出

身
者
た
ち
は

血
縁
を
た
ど

る

形
で

移

住
し
て

き
て

お
り、

特
に

第
一

世
代
の

場

合、

本
土
復
帰
以
後
に

は、

沖

縄
本

島
と
行
き
来
し
て、

出
身
地
域
と

も
つ

な
が

り
を
維
持
し
て

い

た
こ

と
が

多
い

と
い

う
。

そ
う
し
た

中
で、

沖

縄
か

ら

本
土
に

移

住
し
て

き
た

人
々

の、

本
土
的
な
社
会
的、

文
化
的
慣

習
へ

の

適
応
が

逆
移
入
さ

れ

る

形
で

、

沖
縄
で

の

「

本
土

化
」

の

原
型
と
な
っ

た
と

解
釈
す
る

こ

と
が

で

き
る

。
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